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的を興味に至 るまで,科学 をやる者でなければわか ら覆い楽 しみを満琴 してい

ると大言荘語 して も少 しは うそではあbません｡ (丹生 記 )

高分子物理化学講座

助教授 中 条 利一郎

雑誌会,ゼ ミ夜どは西周教授のグループと共同で,講座単位で運営 している

が,研究面では多頭政治に よる混乱を避けるため,主 として西岡教授が指導す

るグルー プと,主 として中条が指導するグル｢ブにわけてい る･｡､後者の研究テ

･-マは,一言にして言えば ,高分子搾見 られる統計現象 とい うことに怒るが,

こまかい各テーマについて以下簡単に紹介 しよ う｡

1.メタ.ク リル酸メチルの nブチルマグネシウムプ ロミ ドに よるアニオ ン重

合機構の触媒濃度依存性

メタク リル酸 ノメチルが種 々の触媒 によってアニオン重合することはよく知 ら

れてお b,その中のい くつかは単純 マルコフ過程に したが う｡その遷移確率は

重合温度 t./C依存するが,発熱反応のため,最初に設定 した温度を重合温度 とみ

なせ 夜い｡そ こで,触媒濃度を変えることに よb発熱量 を変え, どん を温度を

襲合温度 と定義するか とい う.のが 目的0

2.′メ タク リル酸 メチルのイソブチルマグネシウムプロミドのアニオ ン重合

機構の鑑定依存性･

5..メタク リル牽 メチルの 七ブチルマグネシウムプロミ ドのアニオン重合機

樺の温度依存性

2, 5は 1とあわせて触媒分子の幾何学的を大 きさが,遷移確率に及ぼす影

響なしらべ るのが 目的で,重合温度を変えると,エンタル ピー,エン トロピー

をどの熱力学関数が求まるので,それを用いる｡

-4.7ク 1)ロニ ト7)ルとメタク リル酸 メチルの ラジカル共重合におけるモノ

マー反応性比の決定

単純 マルコフまたは二重マルコフ過程を記述するパ ラメー タであるモノマー

反 応性比が従来はベルヌーイ試行の情報の集積か ら決定 していたO これをマル

コフ過程 に関する情報 を用いて直接記述す▲る｡

-24-



東京工業大学特集

5.モ ンテカル ロ法に よる高分子鎖の垂成

高分子鎖の形態を決定すると考え られている因子 を逐殊導入 して,それぞれ

のモデ}t,に対する高分子鎖 をモ yテカル ロ法によb生成 させ,そ こか ら必要 を

因子を逆に求める0

6.高分子研究室 の自動化

分析機轟 とめォンラインによるlコンピュー タを用いて,研究室を 自動化す る

のに必要を情報処理法の探索｡
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